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April  2018“麦の郷とは”住民のニーズから
　生み出され、住民の手によって育てられる

私たちのめざすもの私たちのめざすもの私たちのめざすもの 〜麦の郷４つの理念〜

１).麦の郷は、日々学び、育み、発信し続ける人材を育成し、地域福祉の発展を目指します。
２).私たちは、ものづくりを通じて障害のある人と地域の共存を実現し、互いに豊かになる実践を目指し

ます。
３).私たちは、社会的不利の状態におかれている人々の課題を解決するために、広範な人々とつながりを

深め、ともに社会変革をめざします。
４).麦の郷は、全ての人が平和で安心して暮らせる社会づくりのために人の輪を紡いでいきます。

TEL(073)474−2466　FAX(073)474−4637
http://www.muginosato.jp通信 発　行／麦の郷情報管理委員会

〒640−8301 和歌山市岩橋643
揮毫：伊藤静美

ソーシャルファームピネル／くろしお作業所／麦の郷訪問看護ステーション／麦の郷居住福祉事

業所／はぐるま共同作業所／はぐるま共同作業所　和の杜／はぐるま共同作業所　ラ・テール

／けいじん舎／麦の郷印刷／障害者就業・生活支援センター「つれもて」／麦の郷　和歌山生

活支援センター／麦の郷紀の川生活支援センター／ハートフルハウス　創／むぎピース／障害

児者サポートセンター「麦の郷」／こじか園／第二こじか園／こじか親子教室／ソーシャル

ファームもぎたて／Po-zkk／六星舎／叶夢向／事務所／麦の郷障害者地域リハビリテーション

研究所

くろしお&てとてのお花見交流会 4.4（水）はぐるま共同作業所和の杜お花見  3.30（金）

はぐるま共同作業所お花見  4.4（水）
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イラスト：KANｰZ

名前が変わりました！　恒例　西和佐地区・麦の郷の「春祭り」開催

助成ありがとうございました

はぐるま共同作業所ラ・テール

赤い羽根共同募金様から、ホッ

トパックの機械を頂きました。あ

りがとうございました。ラ・テー

ルは、幅広く色々な商品を製造し

ています。

大豆をまるごと使ったお豆腐、

大豆のパウンドケーキ、おかき、

わらび餅などの製造や、農産加工

等の仕事をしています。農産加工

では、野菜や果物のペーストを作ったりしています

が、今までは、温かいペーストを真空にする事が出

来ずに、冷ましてからパックをしていましたので、

とても時間が掛かっていました。ホットパックを頂

いてから熱いペーストを、熱いうちに真空パックが

出来る様になったので、効率も良く衛生面でも安心

出来るようになりました。これから、お世話になっ

ている農家のみなさんと、新しい加工品を考えてい

く際、ホットパックが大活躍すると思います。あり

がとうございました。 　　 　　　　 　 (森　亜紀)

これまで紀伊風土記の丘の小高い丘の上で開催されていた「西和佐地区と麦

の郷のさくら祭り」が、地域の皆さんの安全を第一に考え今年から西和佐小学

校体育館での定例開催となり、集いの名称も「春祭り」に変更となりました。

４月７日(土)当日、前の週のぽかぽか陽気は影をひそめ少し肌寒いなか、西和

佐地区連合自治会山田会長のあいさつから春祭りがスタートしました。

多数ご出席いただいた御来賓から御祝辞をいただき、少々緊張の式典終了後

はお待ちかねの歓談タイムとなります。麦の郷みんなでおどり隊のよさこい踊

りで華を添えていただき、西和佐小学校の入学式用に体育館壁に大きく彩られた桜の花びらを見ながら、地域の皆

さんと麦の郷の面々が来賓の皆さんも交えて楽しくお弁当を食べる姿があちらこちらに広がりました。食事が落ち

着いたころカラオケやビンゴゲームでお祭りムードもいい感じになってきます。お腹も満腹、和気あいあいの中ほ

どなく今年の春祭りも無事終了です。

地域の皆さんとの温かい交流の場がこれからも永く続きますように…。 　　　　　　　　　  (和の杜　大中　一)

ソーシャルファームもぎたて

「消毒散布機械を助成頂きました」

公益財団法人みずほ福祉助成財団様より助成頂き、平成

29年度助成事業『南高梅栽培に必要な消毒散布機の整備』

として消毒散布機械を整備しました。新しい機械は、ホー

スの自動巻き上げができるなど消毒の準備から散布、片付

けまでを少人数で素早く行えるようになり作業効率が格段

に上がりました。

ソーシャルファームもぎたてでは、農作業を通して障が

いのある方の「働く」を支援してい

ます。更に農作業の作業効率を考

え、働きやすい環境作りや賃金向上

に努めたいと思います。助成頂き本

当にありがとうございました。　　

　　　　　　　　　(中原　力哉)

はぐるま共同作業所

平成29年度和歌山市社会福祉施設等施設整備費補助事業

の助成を受けて作業所の修繕工事を行いました。

きれいになった作業所で、みんな気持ちよく過ごしてい

ます。

ありがとうございました。　　　　　 　  　(大垣　麻実)

むぎのひとむぎのひと

むぎピース

岡本　悠

むぎピースでは“はるかちゃん”と呼んでもらっているスタッフの岡本です。

麦の郷　むぎピースにお世話になって５年目を迎えようとしています。

むぎピースでは自立訓練事業、就労継続B型事業をしています。

みんながみんなを尊重できるそんなメンバーから教えてもらうことがたくさん！誰で

も得意、不得意はあるけれど少しずつ自分のペースで進んで力を付けているメンバーを

見て私も頑張ろう！と勇気づけられます。自分のしたいことにチャレンジしたり、少し

でも一人じゃないと思える居場所としてむぎピースがあればいいなと思います。

何もわからない時からみなさんに教えてもらい助けてもらっていて、不器用ながらに

ここまで頑張れているのは皆さんが支えてくれているお陰です。たくさんの出会いに感

謝です。ありがとうございます。

これからも出会いを大切に、メンバーと共に成長していきたいです。


